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安田隆人参事が語るコミュニティ・スクール　第2弾

【地域を学ぶ　地域に学ぶ】編
6月のCS通信では課題解決の面から、コミュニティ・スクールの魅力をお知らせしました。

（前回掲載）

　コミュニティ・スクールは、地域や保護者の方とアイデアを出しながら、学校や子ど

もに関わる課題を解決したり、学校や地域の魅力をより高め発信したりする学校で

す。要は、子どもたちの、激しい時代を生き抜く力を育成するために、三者で知恵を

出し合い、様々な弱みを解決し、強みを生かして、魅力ある学校をつくることです。こ

れは、まさに、校長先生の学校経営そのものですね。

　今回は、教育課程（学校での学習）の場面で、児童が地域とともに課題を解決したり、魅力をさ

らに高め発信したりと、「地域を学ぶ　地域に学ぶ」コミュニティ・スクールの魅力についてお伝え

します。

　現在の学習指導要領の基本的理念に「社会に開かれた教育課程」があります。



教育課程を社会と共有して、地域の人的・物的資源「ひと・もの・こと」

を活用し、子どもたちが、社会に向き合い関わり合い、自らの人生を

切り拓いていくために求められる資質・能力を育むという社会に開か

れた学校教育を展開することです。

　教育課程を開くとは、これまで学校だけの視点で作られ進められてきた教育課程や教育活動

を、これからは、教職員が地域や社会、世界に目を向け、地域や社会との接点を持ちながら、地

域の方々の意見も取り入れ、子どもたちが地域の方々とともに学ぶことができるようにすることで

す。

　この理念を進めるためには、小学校では、１・2年生での生活科、３年生から６年生での総合的

な学習を中心とし、教科や特別活動と関連付けて「地域に親しみ、地域を知り、地域を見つめ、

地域に貢献・還元する」など、地域の魅力を生かし、地域の課題を解決する学習活動を通して、

問題解決力・コミュニケーション力等の非認知能力や、ふるさとに誇りをもつ子どもの育成をめざ

すことが効果的だと思います。

　私が勤めていた学校でも、生活科と総合的な学習の時間の中で、1年生から6年生まで系統的

に、海をテーマに歴史・産業・環境等様々な分野において「地域を学び　地域に学ぶ」学習を開発

しました。「よりしま学」と名付けました。

　皆さん、「海」という言葉からどんな学びが考えられますか？

まず、世界で喫緊の課題となっています「海ごみ」など自然環境問題が思い浮かびますね。その

他レジャーなど観光産業、生命、海運業、水産業、造船、歴史文化、津波など防災、海洋スポー

ツ、食文化、芸術、水産資源・エネルギー、国際協調など様々な学びが考えられます。「海」一つ

をテーマに考えただけでもこれだけの学びの資源にたどり着きます。

　これら教育資源に関することが、地域でどのような形で存在しているのか、どのような言い伝え

があるのか、教職員だけではわからないことがたくさんあります。地域にどのような教育資源が

あるのか、教職員だけでフィールドワークを行いましたが、うわべだけのことしかわかりません。



　しかし、どの学年でどんな学びができるのか、教職員、地域の方、保護者、児童生徒で熟議を

行うことで、教職員がまだまだ知らない多くの教育資源「ひと　もの　こと」を知ることができまし

た。例えば、「浅口市寄島町はストローの発祥地であった」・・・教職員や保護者の方、子どもたち

は驚きでした。

「よりしま学」を実践することで、どの学年も地域に出て学ぶことが多くなり、その都度、地域の方

もいっしょに行き、子どもとともに学んだり、サポートをしていただいたりしました。砂浜での学びに

おいて「20cmほど穴を掘ってみて！」・・・なんとカニが何匹もいるではないですか。子どもたちは

新たな発見に大喜びでした。「台風のあとは、ここはゴミの山になるんだよ」・・・地域の先生はす

ごいです！

地域の方々とともに学ぶことにより、地域の新たな課題や魅力の発見に出合い、子どもの学習

意欲が向上し、主体的で深い学びにつながる等教育の質の向上への大きな一助になっていると

感じました。

　さらに、子どもの地域に対する意識高揚とともに、教職員は、地域の方々との人間関係が構築

され、様々な教科において地域の教育資源を効果的に取り入れようとする意識が向上し、視野

が学校外へ広がっていると感じました。　

社会に開かれた教育課程を通して、地域ぐるみで子どもの学びをサポートする体制が強化され、

地域の方々の行動力の向上にもつながり、そして、人が人を呼び、若い世代から高齢の方まで

新たなボランティアの輪も広がり、地域に緩やかなネットワークが構築され始めました。社会に開



かれた教育課程は、子どもの学びを深めるだけではなく、子どもから大人までの人間関係を構築

します。

　良き大人に出会い、良き大人から学んだ子どもは、地域の担い手意識が高まり、次世代の子ど

ものために学びをサポートする大人に成長するのではないでしょうか。

やはり地域の力は、無限大の可能性を秘めていますね。

　巨瀬地区は、学校と地域とのつながりが強い地域であると感じています。これからも一層子ども

や学校、地域の課題を地域ぐるみで解決し、また魅力は高め、子どもたちがますます心豊かに元

気に成長することをお祈りいたします。そして、その活動が、地域を活性化させる源になることを

大いに期待します。

安田隆人プロフィール　文科省HPより
平成元年から岡山県内小学校教諭として勤務し、平成７年から平成９年マレーシア国クアラルン

プール日本人学校教諭、平成１３年から平成１５年旧浅口郡船穂町教育委員会派遣社会教育主

事、平成１６年から平成２０年岡山県教育委員会倉敷教育事務所社会教育主事、平成２１年から

平成２３年岡山県教育委員会岡山教育事務所社会教育主事（社会教育主事は１年間）、平成２４

年から平成２６年岡山県教育庁生涯学習課（総括副参事～副課長）と、学校、教育委員会事務

局両方での勤務を経験。平成２７年からは浅口市立鴨方東小学校長として学校現場に戻り、コ

ミュニティ・スクールの導入、働き方改革を一体的に推進し、優秀教職員組織表彰及び地域学校

協働活動推進に係る文部科学大臣表彰を受彰、学校の働き方改革の優良事例としてテレビや



新聞等各種メディアにも取り上げられる。令和元年から現職。令和３年度からコミュニティ・スクー

ル推進員（CSマイスター）。趣味は、ロードバイクでの緩やかなサイクリング。(以上文科省HPよ
り引用） 令和4年度からは、高梁市教育委員会高梁市社会教育課生涯学習係参事として地域に
密着しながら高梁市のコミュニティ・スクールに関わっている。


